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　第40回「東書教育賞」の各賞を受賞された先
生方、誠におめでとうございます。心よりお祝い
申し上げます。

　今回は第40回という記念すべき節目に当たりま
すが、この「東書教育賞」は、東京書籍の創業
75周年を記念して1984（昭和59）年に創設され、
翌年１月から公募が始まったものです。振り返り
ますと、この1984年という年は、中曽根内閣の下
で臨時教育審議会（臨教審）が設置された年で
ありました。臨教審はその後数次にわたる答申を
出しますが、「個性重視」「生涯学習」「国際化・
情報化への対応」など、大きくは今日まで続くそ
の後の教育改革につながる方向性がここから示
された気がいたします。実は私も、当時新米編
集者としてすでに教科書編集に携わっておりまし
たが、教科書についても「教授材」から「学習
材」への転換という方向が示され、そこから教
科書づくりの在り方が変わったという実感をもっ
ております。また、臨教審答申を受けて改訂さ
れた平成元年版学習指導要領（1989年）では、
「新しい学力観」が示され、その流れが今日ま
での基調となっていると言ってよいのではないで
しょうか。
　今、こうして振り返りますと、「東書教育賞」
の40年が、臨教審以降40年の教育改革と重なっ
ているのかと思え、感慨深いものがございます。
過去40回の入賞論文のリストを見ますと、研究

テーマの重点が変遷してきたことがうかがわれ、
教育改革が進む中で次々に浮上してくる新しい課
題に対し、その時々の先生方が懸命に取り組ん
でこられたお姿が偲ばれます。当社は教科書発
行者ですので、賞の創設当初は、教科教育に関
わる授業実践研究を主に想定していたのではな
いかと思います。しかし、次第に「総合的な学
習」や「学校経営」「ICT活用」あるいは「食育」
など、教科の枠に収まらない応募論文が増えて
きております。今回も小中学校の最優秀および
優秀賞に輝いた５人の先生方のうち、実に４人の
方が教科の枠には収まらない研究テーマでのご
応募でした。それだけ、学校における教育課題
が多岐にわたって広がっていることの一つの証左
とは言えないでしょうか。そうした様々な課題に
懸命に取り組まれ、そこで明らかになった成果
や課題を論文という形におまとめになってこられ
た先生方に、心からの敬意を表します。
　この「東書教育賞」が、そうした長年にわた
る先生方の実践研究の営みの一端に寄り添える
ものであったとしたら、望外の光栄に存じます。
こうした敬意を込めて、今回は第40回記念とし
て、これまで複数回応募・入選なさった先生方
に「特別記念賞」を贈呈させていただくことにい
たしました。

　今回は、全国から154編のご応募をいただきま
した。ご多忙を極める学校にあって、この第40
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回「東書教育賞」にご応募いただいた全国154
組の先生方にお礼を申し上げます。そして、受賞
された先生方に改めてお祝いを申し上げます。

　最後になりましたが、ご多用の折に、最終審
査をご担当いただきました審査委員の先生方、

一次審査をご担当いただきました東京教育研究
所主任研究員の先生方をはじめ、ご協力をいた
だきました多くの先生方に厚くお礼を申し上げま
す。
　皆さまの今後ますますのご活躍とご多幸を心よ
りお祈りいたします。




